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六
月
三
日
（
土
）
～
五
日
（
月
）
の
三
日
間
、
県
内
各
地
で 

総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら 

れ
ま
し
た
。
出
場
し
た
本
校
生
た
ち
は
、
プ
レ
ー
も
応
援
も
精 

一
杯
頑
張
り
、
力
を
出
し
き
っ
て
き
ま
し
た
。
競
技
の
結
果
を 

紹
介
し
ま
す
。 

 ◇ 

水
泳
部 

男
子
背
泳
ぎ
２
０
０
ｍ 

第
７
位 

岩
渕
将
斗 

  

祝 

東
北
大
会
出
場 

※
七
月
二
十
一
日
（
金
）
か
ら
秋
田
県
立
総
合 

プ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
、
東
北
水
泳 

大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

 

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

 
 

男
子
団
体
戦 

ベ
ス
ト
８
進
出 

 
 

男
子
ダ
ブ
ル
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佐
藤
（
匠
）
・
井
上
組 

ベ
ス
ト
32
進
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤
（
昴
）
・
早
坂
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２
回
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男
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ン
グ
ル
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佐
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ベ
ス
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進
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２
回
戦
進
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女
子
ダ
ブ
ル
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木
川
・
二
階
堂
組 

 
 

２
回
戦
進
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半
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・
小
野
寺
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２
回
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進
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六
月
二
十
四
日
（
土
）
・
二
十
五
日
（
日
）
の
両
日
、
若

柳
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル
」
を
会
場
に
、

第
３０
回
栗
原
・
登
米
支
部
総
合
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
テ
ー
マ
「
笑
顔
満
天
！
青
春
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ

ｌ
！
」
の
も
と
、
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

登
米
・
栗
原
支
部
の
参
加
校
７
校
の
生
徒
に
よ
る
展
示
９

部
門
と
公
演
３
部
門
で
披
露
さ
れ
た
作
品
に
は
、
多
く
の
来

場
者
か
ら
あ
た
た
か
い
声
援
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

◇
卓
球
部 

 

 
 

男
子
団
体
戦 

２
回
戦
進
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男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

本
間 

 
 
 
 

３
回
戦
進
出 

女
子
団
体
戦 

３
回
戦
進
出 

女
子
シ
ン
グ
ル
ズ  

藤
村   

 
 
 

３
回
戦
進
出 

女
子
ダ
ブ
ル
ス 

 

藤
村
・
菅
野
組 

２
回
戦
進
出 
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７月１９日（水）～２１日（金） 

三者面談・午前授業 

   ２４日（月）全校集会・大掃除・献血 

２５日（火）３年次登校日 

   夏期休業（～８月20日（日）） 

３０日（日）学校説明会 

 ３１日（月）振替休業日 

８月 ５日（土）同窓会総会 

１１日（金）山の日 

１８日（金）３年次登校日 

      就職達成セミナー 

２１日（月）全校集会・大掃除 

           基礎力診断テスト 

         生活アンケート 

防
災
避
難
訓
練 

 

六
月
八
日
（
木
）
七
校
時
に
防
災 

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
昭
和
五
十
三
年
に
発
生
し 

た
宮
城
県
沖
地
震
の
教
訓
を
生
か
し
、 

大
規
模
地
震
災
害
の
発
生
に
備
え
た 

避
難
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

生
徒
た
ち
は
災
害
発
生
を
イ
メ
ー 

ジ
し
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し 

た
。
こ
れ
か
ら
も
防
災
意
識
を
持
ち 

な
が
ら
、
安
全
に 

学
校
生
活
を
送
る 

こ
と
が
で
き
る
よ 

う
に
心
が
け
ま
し 

ょ
う
。 

全
国
総
合 

文
化
祭 

 

２
０
２
３
か
ご
し
ま
総

文
（
令
和
五
年
度
第
四
十
七

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
鹿
児
島
大
会
）
が
鹿
児
島

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
写
真
部
三
年

の
佐
々
木
珠
さ
ん
（
栗
原
南

中
）
が
奨
励
賞
（
全
国
十
一

位
相
当
）
を
受
賞
す
る
な

ど
、
実
力
を
存
分
に
発
揮
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
本
校
写
真
部
か

ら
二
年
曽
根
聖
菜
さ
ん
（
東

和
中
）
、
二
年
工
藤
愛
加
さ

ん
（
石
越
中
）
の
二
名
の
作

品
を
出
品
し
ま
す
。 

 

令
和
五
年
七
月
二
十
九
日

（
土
）
～
八
月
二
日
（
水
）

に
鹿
児
島
市
の
か
ご
し
ま
県

民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と

し
て
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。 

 

進
路
達
成
に
向
け
て 

 

七
月
一
日
（
土
）
か
ら
求
人
票
の
公
開
が
開
始
さ
れ
、
企
業
に
よ
る
学
校
へ

の
求
人
申
し
込
み
や
学
校
訪
問
が
始
ま
り
ま
し
た
。
進
路
室
前
の
求
人
票
コ
ー

ナ
ー
に
足
を
運
ぶ
三
年
次
生
が
一
層
増
え
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
熱
い
挑
戦
が
始

ま
り
ま
す
。
頑
張
れ
！
迫
桜
生
！ 

 
  

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

産
業
見
学
会 

 

土
木
系
列 

～
Ｅ
Ｅ
東
北
‘
23
参
加
～ 

 

六
月
七
日
（
水
）
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
を
主
会
場
に 

国
土
交
通
省
東
北
技
術
事
務
所
主
催
の
「
建
設
技
術 

公
開 

Ｅ
Ｅ
東
北
‘
23
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
校
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系
列
土
木
二
・
三
年 

次
十
五
名
が
、
建
設
工
事
に 

係
わ
る
最
新
の
技
術
や
材
料
・ 

工
法
等
を
見
学
し
、
体
感
し 

て
き
ま
し
た
。 

大
き
な
刺
激
を
受
け
、
今 

後
の
学
習
へ
の
意
欲
を
一
層 

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

進路室前と１年次職業人ガイダンス、 

２年次進路ガイダンスの様子です。 


